
も
く
じ

新年あけましておめでとうございます。
昨年から新型コロナウイルスが続いていますが
今年こそは明るい楽しい年になるように願っています。
いつもはみなさんの職場や身近にある“ちょっとそこまで”と
訪れたくなるような風景を紹介していましたが、
昨年に引き続き新年号ということで少し遠いですが志賀高原の風景を紹介します。
志賀高原横手山ドライブインからの風景です。
霧氷と紅葉のコラボレーションをお楽しみください。

志賀高原  横手山
ちょっと遠く

4 4

までちょっと遠く
4 4

までちょっとちょっとちょっと遠く遠く遠くまでまでまで
● 2～ 3Ｐ
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行
き
の
見
通
し
が
立
た
な
い
、
家
族
が
不
安

に
な
っ
て
い
る
、
誹
謗
中
傷
を
受
け
る
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
長
期
間
さ
ら
さ
れ
疲
労
が
蓄

積
す
る
と
、
不
安
感
、
精
神
的
消
耗
、
不
信

感
、
孤
立
感
、
不
全
感
な
ど
ス
ト
レ
ス
反
応

が
出
現
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
が
長
期

間
続
け
ば
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
・
疾
病

に
つ
な
が
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
反
応
を
軽
減

す
る
た
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が
大
事
で
す
。

気
づ
く
・
ほ
ぐ
す
・
話
す
・
見
直
す

セ
ル
フ
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
１
つ
め
は
、
自

分
自
身
の
心
身
の
状
態
に
﹃
気
づ
く
﹄
こ
と

で
す
。
身
体
の
症
状
（
眠
れ
な
い
、
食
欲
が

な
い
、
肩
こ
り
、
胃
痛
な
ど
）
は
ど
う
か
、

心
理
面
（
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
、
抑
う
つ
な
ど
）

は
ど
う
か
、
行
動
（
ミ
ス
、
遅
刻
、
暴
言
、

暴
飲
暴
食
な
ど
）
は
ど
う
か
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
原
因

（
何
の
ス
ト
レ
ス
か
）
に
も
気
づ
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
同
僚
や
後
輩
の
様
子
が
い
つ
も

と
違
う
と
気
づ
い
た
ら
「
ど
う
？
」「
困
っ

て
い
る
こ
と
あ
る
？
」「
い
つ
で
も
聴
く
よ
」

な
ど
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

２
つ
め
は
、﹃
ス
ト
レ
ス
対
処
法
﹄
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
す
。
休
養
・
睡
眠
に
よ
っ

て
疲
れ
を
回
復
す
る
、
緊
張
を
と
き
ほ
ぐ
す

（
呼
吸
法
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
漸
進
的
筋
弛
緩

対
人
ス
ト
レ
ス
に
対
策
を

医
療
・
介
護
の
職
場
は
日
常
的
に
ス
ト
レ

ス
の
多
い
環
境
で
す
。
人
の
生
死
に
か
か
わ

る
不
安
や
緊
張
の
強
い
仕
事
、
24
時
間
交
代

勤
務
に
よ
る
覚
醒
・
睡
眠
リ
ズ
ム
の
変
調
、

医
療
・
介
護
技
術
の
発
展
や
制
度
の
改
変
に

伴
う
業
務
内
容
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
、
慢

性
的
な
人
員
不
足
、
長
時
間
労
働
な
ど
は
、

職
員
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
要
因
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
対
人
援
助
の
職
場
で
あ
る
た
め
、

患
者
（
利
用
者
）
さ
ん
・
家
族
、
上
司
・
同

僚
、
他
の
専
門
職
な
ど
と
の
対
人
ス
ト
レ
ス

が
高
い
職
場
と
い
え
ま
す
。
仕
事
を
通
し
て
、

患
者
（
利
用
者
）
さ
ん
に
満
足
さ
れ
た
り
、

喜
ば
れ
た
り
、
ね
ぎ
ら
い
や
感
謝
の
言
葉
な

ど
を
受
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
職
員
は
、
喜

び
・
自
信
・
達
成
感
や
充
実
感
を
得
る
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
成
長
の
原
動
力
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
苦
情

や
ク
レ
ー
ム
対
応
な
ど
で
は
「
我
慢
」（
怒
り
、

悔
し
さ
、
辛
さ
、
悲
し
さ
な
ど
を
抑
制
・
管

理
）
す
る
場
面
も
多
い
た
め
、
大
き
な
ス
ト

レ
ス
と
な
り「
情
緒
的（
心
の
）エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
大
量
に
消
費
し
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
（
燃
え
つ

き
）
や
精
神
的
疲
労
が
増
す
こ
と
で
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
は
、
日

常
的
に
ス
ト
レ
ス
対
処
行
動
を
身
に
つ
け
る

こ
と
、
職
場
と
し
て
の
支
援
が
大
事
で
す
。

法
な
ど
）、
運
動
や
趣
味
な
ど
で
気
分
転
換

す
る
な
ど
を
日
常
の
生
活
に
と
り
い
れ
ま

し
ょ
う
。

３
つ
め
は
、﹃
相
談
す
る
﹄
こ
と
で
す
。

安
心
し
て
「
話
す
」、
感
情
を
解
き
「
放
す
」、

自
分
か
ら
「
離
す
」
こ
と
で
、
客
観
的
に
考

え
ら
れ
る
、
解
決
策
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
。

４
つ
め
は
、﹃
も
の
の
見
方
や
考
え
方
﹄

を
見
直
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
同
じ
状
況
に

あ
っ
て
も
人
に
よ
っ
て
見
方
や
考
え
方
は
異

な
り
ま
す
。
ど
う
受
け
と
め
る
か
に
よ
っ
て

心
身
に
不
調
を
き
た
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、

見
方
や
考
え
方
を
変
え
て
み
る
こ
と
で
楽
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
実
感
で
き
る
職
場
に

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、「
組
織
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
」
が
極

め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

身
体
的
安
全
の
確
保
や
職
務
遂
行
に
必
要

な
技
能
の
補
強
や
環
境
整
備
は
不
可
欠
で
す
。

感
染
防
御
に
関
す
る
明
確
な
ル
ー
ル
・
業
務

手
順
の
策
定
、
最
新
情
報
の
提
供
・
発
信
、

活
動
内
容
の
説
明
と
本
人
の
準
備
状
況
の
確

認
、
活
動
の
承
認
・
感
謝
・
意
味
づ
け
、
活

動
報
告
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
と
り
く
む

こ
と
で
す
。

周
囲
の
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
ど

う
か
で
、
困
難
な
状
況
で
働
く
職
員
の
精
神

的
健
康
度
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、

医療関係団体の声明や感染症対応看護師の実情を訴える記事など、新型コロ
ナウイルス感染拡大のなかでの医療機関の切実で緊迫した状況が伝ってきます。
安全・安心の医療・看護のため、懸命にたたかっておられるみなさんに心か

ら敬意を表します。

会
的
感
染
症
「
嫌
悪
・
偏
見
・
差
別
」
が
あ

り
ま
す
。
病
気
が
不
安
を
よ
び
、
不
安
が
差

別
を
生
み
、
差
別
が
更
な
る
病
気
の
拡
散
に

つ
な
が
る
と
い
う
負
の
連
鎖
で
す
。

「
不
安
や
恐
れ
」
は
、
身
を
守
る
た
め
に

必
要
な
感
情
で
す
が
、
強
く
な
り
す
ぎ
る
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪
い
冷
静
な
判
断
・
対
応
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
不
安

や
恐
れ
」（
心
理
的
感
染
症
）
に
ふ
り
ま
わ

さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
変
化
に

「
気
づ
く
力
」・「
聴
く
力
」
を
高
め
、
自
分

の
安
全
や
健
康
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
見

極
め
選
択
す
る
「
自
分
を
支
え
る
力
」
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
嫌
悪
・
偏
見
・
差
別
」
は
、「
不
安
や
恐

れ
」
が
強
く
な
る
こ
と
で
、
本
来
の
敵
（
ウ

イ
ル
ス
）
を
見
失
い
、
ウ
イ
ル
ス
に
接
触
し

た
と
み
な
さ
れ
る
人
や
職
業
、
地
域
な
ど
の

特
定
の
対
象
を
日
常
か
ら
遠
ざ
け
た
り
、
嫌

悪
し
た
り
、
差
別
的
に
扱
っ
た
り
す
る
現
象

が
生
じ
ま
す
。「
嫌
悪
・
偏
見
・
差
別
」（
社

会
的
感
染
症
）
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
確
か
な

情
報
を
拡
げ
る
、
差
別
や
偏
見
に
は
同
調
し

な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
事
態
に
対
応
し
て
い

る
す
べ
て
の
人
た
ち
を
ね
ぎ
ら
い
、
敬
意
を

払
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

早
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が
大
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
者
の

特
有
の
ス
ト
レ
ス
要
因
と
し
て
、
感
染
リ
ス

ク
、
普
段
と
異
な
る
環
境
・
装
備
で
の
治
療

や
看
護
、
刻
一
刻
と
情
報
が
変
化
す
る
、
先

「
感
染
」拡
大
に
よ
る
負
の
連
鎖

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
社
会
全
体
に
ス
ト
レ
ス
状
態
が
蔓
延
し

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
「
３
つ
の

感
染
症
」
と
し
て
、
第
１
に
生
物
学
的
感
染

症
「
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
疾
病
」、
第
２
に
心

理
的
感
染
症
「
不
安
や
恐
れ
」、
第
３
に
社

医療・介護職場の
メンタルヘルス対策

鍜治貝 照美
産業カウンセラー・
ハラスメント防止
コンサルタント

事業所や労働組合と契約し、職員・組合員
のメンタルヘルス支援をおこなっています。
職場のメンタルヘルスについての相談があ
りましたらご連絡ください。

TEL.075-801-8051

体の力をゆるめる　漸進的筋弛緩法

❶両腕に力を入れる
� �両手で握りこぶしをつ
くって腕を曲げゆっくり
と力こぶをつくります。

❷両肩に力を入れる
� �両肩をゆっくりと上に
あげます。

❸ 顔に力を入れ
数を数える

� �両目をギューッと閉じ
ます。この状態で５つ
かぞえます。

❹全部の力をゆるめる
� �全部の力をゆっくりと
ゆるめます。

❶～❹を繰り返しましょう

※日本赤十字社「新型コロナウイルスの3つの顔を知ろう！～負のスパイラルを断ち切るために～」より

新型コロナウイルスによる

3つの感染症
第3の感染症
（社会的感染症）

「嫌悪・偏見・差別」

差別が更なる
病気の拡散に
つながる 病気が

不安をよび…

第2の感染症
（心理的感染症）

「不安や恐れ」

第1の感染症
（生物学的感染症）

ウイルスによる「疾病」

不安が
差別を生み…

職
員
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
で

す
。職

員
の
意
見
や
要
望
に
は
普
段
以
上
に
耳

を
傾
け
、
無
理
難
題
と
感
じ
る
こ
と
で
も
拒

絶
す
る
の
で
な
く
、
言
葉
の
裏
に
あ
る
不
安

や
無
力
感
を
受
け
と
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

上
司
や
施
設
管
理
者
が
役
割
を
発
揮
し
、

組
織
と
し
て
の
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
っ
か

り
と
積
み
重
ね
、
職
員
が
組
織
（
自
分
が
働

く
医
療
機
関
・
施
設
）
に
守
ら
れ
て
い
る
・

支
え
ら
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
職
場
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

︿
参
考
資
料
﹀

◦�

日
本
赤
十
字
社
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
３

つ
の
顔
を
知
ろ
う
！
～
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断

ち
切
る
た
め
に
～
」

◦��

日
本
赤
十
字
社
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱

19
）
に
対
応
す
る
職
員
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ド
」

NPO法人

メンタルサポート京都

いま
必要な

1
2 3

4

だ
ら
〜
ん
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新年が明け、早くも１ヶ月が過ぎました。今年もまだ
まだ新型コロナウイルスが猛威を振るっています。
前回の「疏水めぐり」は大変好評をいただきました。
今回も近くで回れる京都を特集。第二弾は京都の「御土居」
を徒歩でめぐります。

歩いてめぐる!? 御土居ツアー
B U R A M E S O

フラＭｅＳｏ

「御土居」とは？

1591年に豊臣秀吉が築いた土塁
のことです。外敵に備える防塁と、
鴨川の氾濫から守る堤防を兼ねるも
のとして、また戦乱で不分明になっ
ていた洛中／洛外の境界を定めるも
のとして建造されました。御土居の
出入り口には「七口」が設けられ、
現在でも鞍馬口、荒神口などの地名
として残っています。

木
々
の
間
か
ら
見
下
ろ
す
と

 

1�

西
ノ
京
御
土
居

西
大
路
通
り
の
一
本
東
、
西
土
居
通
り
を

少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
見
え
る
小
さ
な
森

が
市
五
郎
大
明
神
社
で
す
。
こ
の
神
社
は
御

土
居
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
い
っ

て
も
木
々
に
覆
わ
れ
た
道
が
少
し
あ
る
だ
け

で
す
が
⋮
。
し
か
し
木
々
の
間
か
ら
見
え
る

景
色
か
ら
は
御
土
居
が
高
い
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。

学
問
の
神
様
だ
け
じ
ゃ
な
い

 

2�

北
野
御
土
居

市
五
郎
大
名
神
社
か
ら
紙
屋
川
に
沿
っ
て

北
に
上
が
っ
て
い
く
と
、
大
き
な
鳥
居
を
構

え
た
北
野
天
満
宮
が
見
え
て
き
ま
す
。
北
野

天
満
宮
で
は
、
春
の
青
も
み
じ
と
、
秋
の
紅

葉
の
時
期
に
、
御
土
居
一
帯
が
市
民
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
12
月
下
旬
の
こ
の
日
は
入

り
口
だ
け
で
我
慢
。

当
時
の
形
を
残
し
た
史
跡

 

3�

平
野
御
土
居

北
野
天
満
宮
の
北
門
か
ら
少
し
北
に
上
が

る
と
、
住
宅
街
の
中
に
緑
の
壁
が
見
え
て
き

ま
す
。
こ
れ
が
平
野
御
土
居
で
す
。
史
跡
碑

の
そ
ば
の
案
内
板
に
は
「
こ
こ
平
野
鳥
居
前

町
に
残
る
御
土
居
は
、
御
土
居
の
形
状
が
良

好
に
残
っ
て
い
る
部
分
」
で
あ
り
「
重
要
な

史
跡
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
体
並
ん
で

い
る
お
地
蔵
様
は
、
ど
れ
も
御
土
居
か
ら
出

土
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

坂
の
上
の
住
宅
地
に

 

4�

紫
野
御
土
居

紙
屋
川
沿
い
ま
で
下
っ
て
し
ば
ら
く
歩
き
、

坂
を
上
る
と
北
区
紫
野
西
土
居
町
に
出
ま
す
。

こ
の
起
伏
に
富
ん
だ
場
所
に
あ
る
の
が
紫
野

の
御
土
居
で
す
。
民
家
の
立
ち
並
ぶ
地
域
に

あ
る
、
最
も
小
規
模
な
御
土
居
で
す
。

上
に
も
登
れ
る
！

 

5�

御
土
居
史
跡
公
園

間
近
に
迫
る
大
文
字
山
を
見
な
が
ら
、
閑

静
な
住
宅
地
の
中
を
通
っ
て
御
土
居
史
跡
公

園
に
到
着
。
こ
こ
は
公
園
と
も
あ
り
、
か
な

り
広
く
て
整
備
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
階
段
を

上
が
る
と
御
土
居
の
上
を
歩
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。

御
土
居
餅
で
一
服

 

6�

鷹
峯
御
土
居
（
長
坂
口
）

公
園
か
ら
鷹
峯
街
道
を
北
に
15
分
程
歩
く

と
、
鷹
个
峯
御
土
居
（
長
坂
口
）
に
着
き
ま

す
。
御
土
居
の
向
か
い
は
御
土
居
餅
で
有
名

な
光
悦
堂
。
こ
の
光
悦
堂
で
御
土
居
の
鍵
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
御
土
居
の
中
で

食
べ
る
御
土
居
餅
は
格
別
で
す
。

フ
ェ
ン
ス
の
先
に
は
…

 

7�

大
宮
御
土
居

こ
こ
か
ら
向
き
を
北
か
ら
東
の
方
へ
向
か

い
ま
す
。
大
宮
交
通
公
園
に
向
か
っ
て
い
る

と
、
坂
道
の
右
手
に
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
た

御
土
居
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
よ
く

整
備
さ
れ
て
お
り
、
立
派
な
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。

堀
川
通
り
を
は
さ
ん
で

 

8�

紫
竹
御
土
居

こ
こ
か
ら
一
気
に
賀
茂
川
沿
い
の
堀
川
通

ま
で
東
に
向
か
い
ま
す
。
こ
の
紫
竹
御
土
居

は
堀
川
通
で
分
断
さ
れ
て
い
て
こ
じ
ん
ま
り

と
し
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
に
碑
が
あ
り
ま

す
が
東
側
に
あ
る
碑
の
方
が
立
派
で
す
。

繁
華
街
近
く
に
ひ
っ
そ
り
と

 

9�

盧
山
寺
御
土
居

賀
茂
川
沿
い
を
南
下
し
て
目
的
地
を
目
指

し
ま
す
。
川
沿
い
が
遠
く
ま
で
見
通
せ
る
の

で
「
あ
そ
こ
ま
で
歩
く
の
か
」
と
気
が
滅
入

り
ま
す
。水
の
中
で
戯
れ
る
カ
モ
た
ち
が「
が

ん
ば
れ
よ
！
」
と
励
ま
す
よ
う
で
す
。

最
後
の
力
を
振
り
し
ぼ
っ
て
盧
山
寺
の
御

土
居
に
到
着
。「
京
都
府
立
医
大
附
図
書
館
」

の
前
に
御
土
居
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
御
土
居
は
、
木
々
が
茂
っ
た
お
墓
の
東
側

に
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。
向
こ
う
側

の
賑
や
か
な
河
原
町
通
と
は
凄
い
ギ
ャ
ッ
プ

で
す
。

こ
れ
で
無
事
終
了
で
す
。
歩
い
た
距
離
は

16
㎞
！�

５
時
間
半
の
旅
で
し
た
。
み
な
さ

ん
も
京
都
の
御
土
居
巡
り
、
や
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

二条駅
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●�

メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
２
０
２

０
年

　

昨
年
２
０
２
０
年
は
、
歴
史
に
名
を

遺
し
た
様
々
な
人
た
ち
の
生
誕
、
あ
る

い
は
没
後
○
○
年
と
い
う
節
目
の
年
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
以
下
の
人
た
ち
の

名
前
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
５
０
年

（
音
楽
家
）

・
ヘ
ー
ゲ
ル
生
誕
２
５
０
年（
哲
学
者
）

・�

エ
ン
ゲ
ル
ス
生
誕
２
０
０
年
（
革
命

家
・
思
想
家
）

・�

レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
没
後

30
年
（
作
曲
家
・
指
揮
者
）

　

今
回
の
一
文
で
取
り
上
げ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
レ
ナ
ー

ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
、
こ
の
２
人
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
２
人
に
関
わ

る
、
私
個
人
の
記
憶
を
辿
っ
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。

●�

映
画
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
」

の
記
憶

　

私
が
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

の
名
前
を
い
つ
ご
ろ
知
っ
た
か
に
つ
い

て
は
、
記
憶
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
が

音
楽
を
担
当
し
、
有
名
に
な
っ
た
映
画

「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
」
を
観
に

行
っ
た
時
の
こ
と
は
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。
今
か
ら
45
年
ほ
ど
前
の
秋
も
押
し

詰
ま
っ
た
11
月
ご
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
当

時
私
は
故
郷
九
州
・
博
多
で
暮
ら
す
高

校
生
だ
っ
た
。
授
業
が
終
わ
り
家
に
帰

ろ
う
と
し
た
時
、

同
じ
ク
ラ
ス
の
Ｓ

が
私
に
、「
お
い

川
上
行
く
ぞ
」
と

声
を
か
け
て
き

て
、
そ
の
ま
ま
連

れ
て
行
か
れ
た
先

は
、
福
岡
市
中
央

区
天
神
西
鉄
大
牟

田
線
福
岡
駅
傍
に

あ
っ
た
「
セ
ン

タ
ー
シ
ネ
マ
」
と

い
う
映
画
館
で

あ
っ
た
。
そ
の
映

画
館
は
封
切
り
館

で
は
な
く
、
主
に
リ
バ
イ
バ
ル
映
画
の

上
映
を
し
て
い
て
、
入
場
料
は
確
か
４

～
５
０
０
円
程
度
だ
っ
た
と
覚
え
て
い

る
。
そ
し
て
始
ま
っ
た
映
画
が
、「
ウ

エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
映
画
で
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
下
町
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
、
不
良
グ
ル
ー
プ
の

シ
ャ
ー
ク
団
と
ジ
ェ
ッ
ト
団
に
よ
る
華

麗
な
踊
り
、
そ
し
て
、
シ
ャ
ー
ク
団
の

リ
ー
ダ
ー
・
ト
ニ
ー
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ベ
イ
マ
ー
）
と
マ
リ
ア
（
ナ
タ
リ
ー
・

ウ
ッ
ド
）
が
ア
パ
ー
ト
の
階
段
越
し
に

行
う
逢
引
、
求
愛
の
場
面
で
あ
る
。
マ

リ
ア
が
「
ト
ゥ
ー
ナ
ー
イ
ト
、
ト
ゥ
ー

ナ
ー
イ
ト
」と
歌
う
あ
の
場
面
で
あ
る
。

映
画
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
」
の

中
で
最
も
有
名
な
場
面
で
あ
り
、
思
わ

ず
見
と
れ
て
し
ま
う
所
で
あ
る
。

●�

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
と
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
第
９

　

私
が
映
画
「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物

語
」
を
初
め
て
観
た
時
か
ら
約
13
年
後

の
１
９
８
９
年
、
私
は
東
山
山
麓
の
と

あ
る
民
主
診
療
所
で
仕
事
を
し
て
い

た
。ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、「
社
会
主
義
」

を
標
ぼ
う
し
、
ソ
連
の
支
配
下
に
あ
っ

た
東
欧
諸
国
で
大
き
な
体
制
転
換
が
始

ま
り
、
そ
の
象
徴
が
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩

壊
で
あ
っ
た
。「
社
会
主
義
」と
は
言
っ

て
も
、
人
々
の
暮
ら
し
が
栄
え
、
自
由

や
民
主
主
義
が
花
栄
え
る
本
来
の
姿
と

は
程
遠
い
状
況
下
で
、
人
々
の
怒
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
社
会
を
大
き
く
転
換
さ

せ
た
と
言
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ

の
抑
圧
さ
れ
た
体
制
か
ら
解
放
さ
れ
た

人
々
が
東
ベ
ル
リ
ン
に
集
い
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
９
の
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
指
揮
者
に
指
名
さ
れ
た
の
が
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
演
奏
会
当
日

の
１
９
８
９
年
12
月
25
日
、
急
ご
し
ら

え
で
歌
手
と
演
奏
家
が
集
め
ら
れ
た
。

東
ド
イ
ツ
を
始
め
、
西
ド
イ
ツ
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
、
フ
ラ
ン
ス

等
か
ら
に
よ
る
混
成
編
成
で
あ
っ
た
。

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
自
身
、
幾
度
と
な
く

こ
の
曲
を
指
揮
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ

の
日
の
演
奏
は
非
常
に
抑
制
が
か
か
っ

て
い
て
、彼
が
若
か
っ
た
こ
ろ
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
世
界
で
名
を
は
せ
て
い
た
時

の
よ
う
な
華
や
か
さ
、
ま
た
、
若
々
し

い
躍
動
感
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、
彼
自

身
、
自
分
の
生
末
を
察
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
の
静
か
で
、

厳
か
な
演
奏
で
あ
っ
た
。

●
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
そ
の
後

　

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
１
９
１
８
年
８

月
25
日
、
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し

て
生
ま
れ
た
。
１
９
４
３
年
、
彼
が
若

干
25
歳
の
時
、
同
じ
ユ
ダ
ヤ
の
血
を
ひ

く
指
揮
者
ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー
の
代

役
と
し
て
指
揮
し
た
こ
と
か
ら
一
気
に

頭
角
を
現
し
、
そ
の
後
は
作
曲
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

指
揮
者
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
活
動

し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

１
９
８
９
年
12
月
25
日
に
東
ベ
ル
リ
ン

で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
９
を
指
揮
し
た

後
も
音
楽
活
動
を
続
け
て
い
た
が
、
す

で
に
彼
を
病
魔
が
襲
っ
て
い
て
、
翌
年

１
９
９
０
年
10
月
14
日
に
こ
の
世
を

去
っ
た
。
享
年
72
歳
で
あ
っ
た
。

　

川
上
裕
光

�
（
京
都
医
労
連
個
人
加
盟
分
会
）

ベートーヴェン第９と
レナード・バーンスタイン
「ウエスト・サイド物語」

疏水散歩の記事がとても興味深かったで
す。長年京都に住んでいても知らない事
がたくさんあります。疏水の近所に住ん
でいるので、散歩に出かけてみたいと思
います。� 辻　秀治（あすかい病院）

コング谷口
車窓の世界

ホームにたたずむ
郵便ポスト

堀川病院の当時の実情について、現場
の生々しいスタッフの大変さがよく理
解できました。また、その中でも温か
く支援してくださる地域の方々の存在
は本当に力になりますよね。京都に住
んでいるものの、あまり散策すること
もないので、身近な観光情報はありが
たいです。� 三橋�かおり
� （民医労東支部　洛北診療所）

コロナ、Rプラン、闘うためにもっと組
合員を増やしたい！！�組合の大切さを伝
えていきたいと思います。
� 横田�裕美子（第二日赤労組）

パズルのこたえ

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

　本年もコングをよろしくお願いしま
す。
　今年こそ新型コロナウイルスが終息
して楽しい旅が出来るように願ってい
ます。
　で、今年一番の写真ですがホームに
たたずむ郵便ポストです。何げない風
景ですがホームに郵便ポストがあるの
は全国の駅の中でもこの京都駅だけな
のです。テレビ番組や新聞でも取り上
げられたことがあるのでご存知の方も
おられるとは思いますが意外と思われ
る方も多いと思います。以前には撤去
の話もあったそうですが投函が結構あ
るために現在も現役で頑張っていま
す。旅に出かけるときにホームから手
紙を出すって結構ロマンチックです

ね。因みに消印は特別ではなく「京都
中央郵便局」だそうです。悪しからず。

191号の正解は「コウヤサン」でした。
上田 真弥（京都桂病院労働組合）、石川 惠津子（民医労東支部）、
和田 知美（川端診療所通所リハビリテーション）、
岡本 繁（第二日赤労組）、岡本 涼平（洛西ニュータウン労働組合）

送り先＝〒604-8854　京都市中京区壬生
　　　仙念町30-2�労働会館6Ｆ・京都医労連
FAX・Email可＝075-811-6170
� irouren@labor.or.jp
締切＝�２月28日消印有効（官製ハガキか、

FAX・メールで組合名も忘れずに）
発表＝195号
賞品＝正解者のうち抽選で5人の方に1,000
　　　円分の図書カードをお送りします。

パズルコー ナー の5文字を 1つの言葉（単語）にしてください。
　　＊ヒント「全国観光地シリーズ」

〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①
今
年
の
漢
字
が
発
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
０
年
は「
密
」で
し
た
。

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用

し
て
情
報
を
交
換
す
る
手
段
で
す
。

③
物
事
が
行
わ
れ
る
た
び
ご
と
。毎
回
。

④
新
幹
線
や
航
空
機
に
比
べ
る
と
格
安
で
す
。

目
覚
め
る
と
目
的
地
に
つ
い
て
い
ま
す
。

⑤
切
符
の
機
能
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
プ
ラ
ス
し

た
カ
ー
ド
で
す
。使
用
は
全
国
、購
入
は
Ｊ

Ｒ
西
日
本
で
す
。

⑥
気
圧
計
、晴
雨
計
を
○
○
メ
ー
タ
ー
と
言

い
ま
す
。

⑩
36
の
正
の
平
方
根
で
す
。数
字
で
は
な
く

仮
名
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

⑪
美
術
の
時
間
で
は
写
生
や
デ
ッ
サ
ン
と
言

い
ま
す
が
、幼
児
の
お
遊
び
で
は
何
と
言

い
ま
す
か
？

⑫
模
範
・
標
本
・
サ
ン
プ
ル
と
言
え
ば
何
で

し
ょ
う
。

⑮
新
し
い
生
活
様
式
に
な
っ
て
必
需
品
に
な

り
ま
し
た
。

⑰
文
字
を
素
材
と
す
る
造
形
美
術
で
す
。

〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①
吾
峠
呼
世
晴
原
作
の
映
画
、記
録
を
塗
り

替
え
て
い
ま
す
。

⑦
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
チ
ロ
キ
シ
ン
の

構
成
成
分
と
し
て
人
に
必
須
の
栄
養
素
で

す
。

⑧
夏
目
漱
石
の
後
期
三
部
作
の
終
曲
で
す
。

⑨
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
電
動
で
挽
く
の
が
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
、手
で
挽
く
の
は
何
で
し
ょ
う
。

⑩
二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
は
、鴬
張
り
で
有

名
で
す
。

⑪
口
の
中
で
最
初
に
抜
け
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
器
官
で
す
。

⑬
コ
ロ
ナ
禍
で
、食
べ
物
を
家
に
運
ん
で
も

ら
う
人
が
増
え
ま
し
た
。

⑭
携
帯
電
話
を
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
変
更
す
る
人

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

⑯
古
く
は
果
物
や
木
の
実
の
総
称
で
し
た
。

⑱
尺
貫
法
に
お
け
る
長
さ
の
単
位
で
尺
の
10

分
の
１
で
す
。

⑲
京
北
町
合
併
後
、京
都
市
の
中
で
最
大
の

面
積
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
出
題
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元
岡 

洋
子
）

1 2 3  4 5 6 

7    8

9   10

  11    12

13    14 15

  16 17  18

 19

 20    21

2021.新年号　No.1937 2021.新年号　No.193 6

レナード・バーンスタイン

No.41



　新しい年が明けましたが昨年から
のいろいろな事が持ち越されてしま
いました。その中で一番大きな事が
新型コロナウイルスであることは至
極当然。まもなく一年を経過しよう
としていますがまだ明るい陽射しは
見えていません。その中で奮闘して
いる医療従事者を私たちは片時も忘
れてはいけないと思います。反対に
相変わらず「桜を見る会」の火消し
に奔走している安倍前首相をはじめ
とする国会議員は「とっとと消えて
くれ！」と思うのは私だけでしょう
か？

編・集・部・だ・よ・り

女性委員会日帰りバスツアー

第58回京都医労連中央委員会を開催

　2021年１月16日に京都医労連は中央委員会を
開催しました。
　今回は新型コロナウイルス感染拡大のリスク
を避けるために開催時間を短時間とし、Zoomを
併用しての開催となりました。
　委員会では熱心な議論の下、全会一致ですべ
ての議案が採決されました。

　昨年の11月14日に毎年恒例の京都医労連
女性委員会企画の日帰りバスツアーを実施
しました。
　コロナ禍ではありましたが組合員の皆さ
んがとても楽しみにしていることを考慮し
てソーシャルディスタンスを厳守し、密に
ならないようにして実施しました。
　今回は冬の名物のカニをフルコースで食
べる企画で丹後の夕日ヶ浦温泉「海花亭」
の個室で頂き、その後に天然温泉を堪能す
るというぜいたくなツアーで、参加者（６
単組支部、28名）も大変満足したツアーに
なりました。
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